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は
じ
め
に

『
古
事
記
』
中
巻
「
応
神
記
」
の
末
尾
に
は
、「
秋
山
之
下
氷
壮

夫
と
春
山
之
霞
壮
夫
」
の
説
話
（
以
下
、
当
該
説
話
と
す
る
）
が

載
る
。
そ
こ
で
は
、
神
で
あ
る
春
山
之
霞
壮
夫
（
以
下
、
春
山
と

す
る
）
と
伊
豆
志
袁
登
売
が
、
婚
姻
す
る
と
い
う
展
開
を
見
る
。

こ
の
婚
姻
の
契
機
と
な
っ
た
藤
蔓
の
衣
服
と
弓
矢
は
、
御
祖
か
ら

春
山
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
春
山
が
兄
で
あ

る
秋
山
之
下
氷
壮
夫
（
以
下
、
秋
山
と
す
る
）
に
持
ち
掛
け
ら
れ

た
賭
け
に
つ
い
て
、
御
祖
に
相
談
し
た
際
に
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
当
該
説
話
に
お
い
て
、
秋
山
と
春
山
の
婚
姻
完
遂

の
如
何
を
統
括
す
る
絶
対
的
な
力
を
持
つ
御
祖
に
よ
る
、
藤
蔓
の

衣
服
と
弓
矢
の
貸
与
│
す
な
わ
ち
、
御
祖
の
力
に
よ
っ
て
そ
れ
ら

が
藤
の
花
に
変
じ
る
奇
跡
そ
の
も
の
│
こ
そ
が
、
伊
豆
志
袁
登
売

と
の
婚
姻
を
実
現
さ
せ
う
る
た
め
の
条
件
と
仮
定
で
き
る
の
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
当
該
説
話
上
で
の
婚
姻
成
立
に
は
〈
藤
〉
が
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
き
な
が

ら
、
な
ぜ
当
該
説
話
の
婚
姻
に
藤
が
用
い
ら
れ
る
の
か
と
い
う
部

分
に
お
い
て
は
、
春
を
象
徴
す
る
神
で
あ
る
春
山
と
春
に
盛
り
を

迎
え
る
藤
の
花
が
季
節
的
に
関
連
を
持
つ
た
め
に
、
春
山
の
霊
威

を
表
す
象
徴
と
し
て
婚
姻
に
用
い
ら
れ
た
の
だ
と
し
か
顧
み
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
い（
１
）。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
藤
で
あ
る
こ
と
の
意
義

が
、
目
に
見
え
て
季
節
的
な
関
連
の
あ
る
春
山
に
引
き
ず
ら
れ
た

が
ゆ
え
に
そ
れ
ほ
ど
深
く
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
も
言
え

る
。
春
山
と
藤
に
関
連
性
が
な
い
と
は
言
わ
な
い
が
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
春
と
言
え
ば
即
座
に
藤
が
想
起
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
、
両

者
が
密
接
と
は
言
い
切
れ
ま
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
季
節
の
問
題

春
山
之
霞
壮
夫
と
藤

│
『
古
事
記
』
中
・
下
巻
の
接
続
方
法
と
『
毛
詩
』

│臼
井　

琴
美
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と
は
別
の
要
素
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

『
古
事
記
』
の
編
纂
者
が
数
あ
る
植
物
の
中
か
ら
藤
を
選
ん
だ
以

上
、
季
節
の
繋
が
り
と
は
別
の
要
素
か
ら
も
春
山
と
伊
豆
志
袁
登

売
の
婚
姻
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
一
度
当
該
説
話
の
婚
姻
に
藤
が
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
意
義
を
、『
古
事
記
』

が
編
纂
さ
れ
た
当
時
の
〈
藤
〉
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
語
ら

れ
て
い
た
の
か
を
調
査
す
る
こ
と
で
考
察
し
た
い
。
こ
の
考
察
が

当
該
説
話
全
体
を
語
る
上
の
一
助
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一
、
問
題
の
所
在

ま
ず
は
当
該
説
話
の
本
文
を
掲
載
す
る（
２
）。

故
、
茲
神
之
女
、
名
伊
豆
志
袁
登
売
神
、
坐
也
。
故
、

八
十
神
、
雖
レ
欲
レ
得
二
是
伊
豆
志
袁
登
売
一
、
皆
不
レ
得
レ

婚
。
於
是
、
有
二
二
神
一
。
兄
号
、
秋
山
之
下
氷
壮
夫
、
弟

号
、
春
山
之
霞
壮
夫
。
故
、
其
兄
、
謂
二
其
弟
一
、
吾
、
雖
レ

乞
二
伊
豆
志
袁
登
売
一
、
不
レ
得
レ
婚
。
汝
、
得
二
此
嬢
子
一
乎
。

答
曰
、
易
得
也
。
爾
、
其
兄
曰
、
若
汝
有
レ
得
二
此
嬢
子
一
者
、

避
二
上
下
衣
服
一
、
量
二
身
高
一
而
醸
二
甕
酒
一
。
亦
、
山
河
之

物
悉
備
設
、
為
二
宇
礼
豆
玖
一
、
云
爾
。
自
レ
宇
至
レ
玖
以
レ

音
。
下
効
レ
此
。

爾
、
其
弟
、
如
二
兄
言
一
、
具
白
二
其
母
一
、
即
其
母
、
取
二

布
葛
一
而
、
布
葛
二
字

以
レ
音
。

一
宿
之
間
、
織
二
縫
衣
・
褌
及
襪
・
沓
一
。

亦
、
作
二
弓
矢
一
、
令
レ
服
二
其
衣
・
褌
等
一
、
令
レ
取
二
其
弓

矢
一
、
遣
二
其
嬢
子
之
家
一
者
、
其
衣
服
及
弓
矢
、
悉
成
二
藤

花
一
。
於
是
、
其
春
山
之
霞
壮
夫
、
以
二
其
弓
矢
一
、
繋
二
嬢

子
之
廁
一
。
爾
、
伊
豆
志
袁
登
売
、
思
レ
異
二
其
花
一
、
将
来

之
時
、
立
二
其
嬢
子
之
後
一
、
入
二
其
屋
一
、
即
婚
。
故
、
生
二 

一
子
一
也
。

爾
、
白
二
其
兄
一
曰
、
吾
者
、
得
二
伊
豆
志
袁
登
売
一
。
於

是
、
其
兄
、
慷
二
愾
弟
之
婚
一
以
、
不
レ
償
二
其
宇
礼
豆
玖
之

物
一
。
爾
、
愁
二
白
其
母
一
之
時
、
御
祖
答
曰
、
我
御
世
之
事
、

能
許
曾 

此
二
字

以
レ
音
。 

神
習
。
又
、
宇
都
志
岐
青
人
草
習
乎
、
不
レ 

償
二
其
物
一
。

恨
二
其
兄
子
一
、
乃
取
二
其
伊
豆
志
河
之
河
島
一
節
竹
一
而
、

作
二
八
目
之
荒
籠
一
、
取
二
其
河
石
一
、
合
レ
塩
而
、
裏
二
其
竹

葉
一
、令
レ
詛
、如
二
此
竹
葉
青
一
、如
二
此
竹
葉
萎
一
而
、青
萎
。 

又
、
如
二
此
塩
之
盈
乾
一
而
、
盈
乾
。
又
、
如
二
此
石
之
沈
一
而
、

沈
臥
、如
此
令
レ
詛
、置
二
於
烟
上
一
。
是
以
、其
兄
、八
年
之
間
、

干
萎
病
枯
。
故
、
其
兄
、
患
泣
、
請
二
其
御
祖
一
者
、
即
令
レ 

返
二
其
詛
戸
一
。
於
是
、
其
身
、
如
レ
本
以
、
安
平
也
。此
者
、
神
宇
礼
豆

玖
之
言
本
者
也
。
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当
該
説
話
は
、
兄
弟
の
名
に
「
秋
」
と
「
春
」
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
、
春
山
が
賭
け
に
勝
ち
伊
豆
志
袁
登
売
と
婚
姻
を
し
た
の

に
対
し
、
秋
山
は
賭
け
に
負
け
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
た
め
に
御

祖
に
呪
わ
れ
衰
え
て
い
く
と
い
う
展
開
を
も
つ
。
こ
れ
が
春
の
繁

盛
と
秋
の
凋
落
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
春
秋
の
対
比
を

主
題
の
一
つ
と
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た（
３
）。

さ
ら
に
、
兄
弟
の
名
を
冠
す
る
春
と
秋
に
、「
霞
」
と
「
下

氷
」
が
備
え
ら
れ
て
語
ら
れ
る
の
も
、
同
じ
よ
う
に
春
秋
の
対

比
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
。「
霞
」
は
春
の
季

語
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
に
も
、「
春
霞　

流
る
る
な
へ
に
」（
巻

一
〇
・
一
八
二
一
）、「
春
の
野
に　

霞
た
な
び
き　

う
ら
悲
し
」

（
巻
十
九
・
四
二
九
〇
）
な
ど
の
用
例
を
多
く
み
る（
４
）。

そ
れ
ゆ
え

に
、「
春
山
之
霞
壮
夫
」
は
、「
春
山
の
霞
ん
だ
さ
ま
を
称
え
た
名（
５
）」 

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
霞
は
分
か
ち
が
た
く
春
と
結
び

つ
く
語
で
あ
る
こ
と
が
、
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て
き
た
次
第
を
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

同
じ
こ
と
は
、「
下
氷
」
に
も
言
え
る
だ
ろ
う
。「
下
氷
」
は
、

「「
木
の
葉
の
赤
く
な
る
こ
と
・
赤
く
色
づ
い
た
木
の
葉
」
の
意
の

古
語（
６
）」

で
あ
り
、
ゆ
え
に
「
秋
山
下
氷
壮
夫
」
は
、「
秋
山
の
色

う
る
わ
し
く
紅
葉
し
た
の
を
称
え
た
名（
７
）」

で
あ
る
と
さ
れ
る（
８
）。

「
霞
」
と
「
紅
葉
」
は
、
ど
ち
ら
も
春
秋
の
景
物
で
あ
り
、
春

と
秋
を
比
較
す
る
際
に
は
、
類
型
的
な
美
と
し
て
春
は
花
、
秋
は

黄
葉
が
季
節
の
美
点
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る（
９
）。

た
び
た
び
当
該

説
話
と
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
額
田
王
の
春
秋
競
憐
歌
（
巻

一
・
十
六
）
が
、「
春
山
万
花
の
艶
」
と
「
秋
山
千
葉
の
彩
」
の

ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
る
の
か
を
競
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
上
代
に

お
い
て
春
は
花
、
秋
は
黄
葉
が
春
秋
を
象
徴
す
る
美
観
と
し
て

人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
よ
う

な
上
代
で
の
認
識
を
春
山
と
藤
の
関
係
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

当
該
説
話
で
春
に
盛
り
を
迎
え
る
藤
の
花
が
春
山
の
美
点
や
そ
の

象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
言
え
る
。

し
か
し
、『
万
葉
集
』
の
藤
が
含
ま
れ
て
い
る
歌
を
見
て
い
く

と
、
当
該
説
話
の
中
で
季
節
的
な
繋
が
り
だ
け
で
藤
が
春
山
の
霊

威
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
部
分
が

出
て
く
る
。
と
い
う
の
は
、
上
代
に
お
い
て
も
藤
の
花
は
『
万
葉

集
』
に
、「
春
へ
咲
く　

藤
の
末
葉
の
」（
巻
十
四
・
三
五
〇
四
）

と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
春
の
花
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、「
藤

波
の　

咲
き
行
く
見
れ
ば　

ほ
と
と
ぎ
す　

鳴
く
べ
き
時
に　

近

付
き
に
け
り
」（
巻
十
八
・
四
〇
四
二
）
な
ど
、
夏
の
季
語
で

あ
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
共
に
詠
ま
れ
て
い
る
歌
や
、「
恋
し
け

ば　

形
見
に
せ
む
と　

我
が
や
ど
に　

植
ゑ
し
藤
波　

今
咲
き
に

け
り
」（
巻
八
・
一
四
七
一
）、「
ほ
と
と
ぎ
す　

来
鳴
き
と
よ
も
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す　

岡
辺
な
る　

藤
波
見
に
は　

君
は
来
し
と
や
」（
巻
一
〇
・

一
九
九
一
）
な
ど
、
夏
の
雑
歌
や
夏
の
相
聞
に
含
ま
れ
て
い
る
も

の
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
万
葉
集
』
の
巻
十
九

に
は
、
天
平
勝
宝
二
年
の
四
月
に
布
勢
の
水
海
を
遊
覧
し
た
際
に

詠
ま
れ
た
大
伴
家
持
等
の
歌
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が（

10
）、

そ
れ
ら

の
歌
に
は
「
藤
」
や
「
藤
波
」
と
い
っ
た
語
句
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
布
勢
の
水
海
は
藤
の
花
を
観
賞
す
る
際
の

名
所
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
か
つ
、
そ
れ
が
「
四
月
」
と

い
う
こ
と
か
ら
、
夏
の
景
物
と
し
て
歌
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
。
以
上
の
事
柄
を
鑑
み
る
と
、
上
代

に
お
け
る
藤
の
花
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
花
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
つ
ま
り
は
、
け
っ
し
て
「
春
」
と
い
え
ば
必
ず
「
藤
」
と
い

う
関
係
性
が
成
り
立
つ
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
、「
藤
」
だ
か
ら
「
春
」
と
い
う
想
起
は
、
そ
れ
ほ

ど
強
固
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

で
は
何
故
、
春
を
象
徴
す
る
神
で
あ
る
春
山
と
伊
豆
志
袁
登
売

の
婚
姻
を
成
立
さ
せ
る
契
機
と
い
う
重
要
な
役
割
を
〈
藤
〉
が

担
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
従
来
は
春
山
の
「
春
」
と
秋
山
の
「
秋
」
を
対
比

的
に
見
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
係
る
「
霞
」
と
「
下
氷
」
も

同
じ
よ
う
に
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
〈
藤
〉
を
も
春

秋
の
対
比
で
考
え
て
き
た
の
は
、
不
用
意
な
敷
衍
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
「
春
」
に
対
応
す
る
の
は
「
霞
」

ま
で
で
あ
る
、
と
確
認
し
て
お
き
た
い
。〈
藤
〉
は
や
は
り
別
の

要
素
か
ら
当
該
説
話
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
上
代
に
お
け
る
〈
藤
〉
が
持
つ
力

で
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
藤
が
当
該
説
話
の
婚
姻
に

用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
答
え
を
得
る
た
め
に
は
、
上
代
の

人
々
が
〈
藤
〉
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か

を
知
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
上
代
の
官
人
が
参
照
し
て
い
た

『
芸
文
類
聚
』
に
は
、
藤
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
記
載
が
確
認
で

き
る（

11
）。一

曰
、
諾
藤
。
二
日
、
水
藤
。
山
行
渴
、
則
断
取
レ
汁
飲
レ 

之
、
治
三
人
体
有
二
損
絶
一
。
沐
則
長
レ
髮
。
去
レ
地
一
丈
断
レ

之
、
輒
更
生
レ
根
至
レ
地
。
永
不
レ
死
。

こ
れ
は
、『
芸
文
類
聚
』
巻
八
十
二
・
草
部
下
・「
藤
」
項
に
あ
る 

「
顧
微
広
州
記
」
か
ら
引
か
れ
た
文
章
で
あ
り
、
藤
か
ら
出
た
汁

に
は
身
体
の
損
な
わ
れ
て
い
た
部
分
を
再
生
さ
せ
る
力
が
あ
る
と

い
う
記
述
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
同
時
に
、
藤
自
体
も
根
を
断
絶

し
て
別
の
所
に
植
え
替
え
て
も
成
育
す
る
生
命
力
の
強
い
植
物
で
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あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
生
命
を
再
生
さ
せ
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
藤
は
、
死
ぬ
こ
と
は
│
枯
れ
る
こ
と
は
│
な
い
、
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
芸
文
類
聚
』
で
は
藤
が
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
特

性
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
、
上
代
の
人
々
が
そ
れ
を
目
に
し
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
藤
の
特
性
に
対
す
る
認
識
が
上
代
に
根

付
い
て
い
た
証
左
と
し
て
、
上
代
よ
り
少
し
年
代
が
後
に
な
る

が
、『
続
日
本
後
紀
』
の
巻
第
十
九
・
嘉
祥
二
年
三
月
に
記
載
の

あ
る
、
興
福
寺
大
法
師
等
が
仁
明
天
皇
の
四
十
歳
の
生
誕
を
祝
賀

し
て
造
っ
た
像
と
共
に
献
じ
た
長
歌
に
こ
の
よ
う
な
一
節
が
み
ら

れ
る（

12
）。磯

上
之
。
緑
松
波
。
百
種
乃
葛
尓
別
尓
。
藤
花
。
開
栄
睿弖
。
万

世
尓
皇
乎
鎮
倍利
。

こ
の
一
節
は
、
像
の
細
工
の
一
部
で
あ
る
浦
島
子
が
無
限
の
生
命

を
得
た
島
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
か
記
し
た
部
分
に
当
た
り
、

そ
の
細
工
さ
れ
た
島
の
様
子
は
、
磯
辺
に
あ
る
緑
の
松
に
は
百
種

も
の
葛
が
纏
い
つ
き
、
藤
の
花
が
開
き
栄
え
る
と
い
っ
た
情
景
と

な
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
法
師
等
が
不
死
性
を
想
起
さ
せ
る

植
物
の
一
つ
と
し
て
藤
を
選
択
し
、
天
皇
の
御
世
を
祝
賀
し
、
永

劫
の
繁
栄
を
祈
願
す
る
像
の
細
工
と
し
て
用
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
藤
が
生
命
力
の
強
い
植
物
で
あ
る
と
古
代
の
人
々
に
認
識

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
不
変
、
つ
ま
り
は
長
寿
や
変
わ
ら
ぬ

繁
栄
の
象
徴
と
し
て
天
皇
に
献
じ
る
象
の
細
工
や
長
歌
に
用
い
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
以
下
は
あ
く
ま
で
参
考
だ
が
、
晋
の

含
が
撰
し
た

『
南
方
草
木
状
』
巻
中
「
紫
藤
」
項
に
は
、
当
該
説
話
に
お
い
て

興
味
深
い
記
述
が
確
認
で
き
る（

13
）。

紫
藤
。
葉
細
長
茎
、
如
レ
竹
、
根
極
堅
、
実
重
重
。
有
レ
皮
、

花
白
、
子
黒
。
置
二
酒
中
一
、
歴
二
二
三
十
年
一
、
亦
不
二
腐

敗
一
。
其
茎
截
置
二
煙

中
一
、
経
レ
時
成
レ
紫
、
香
可
二
以 

降
一レ
神
。

こ
こ
で
は
藤
の
茎
を
切
り
煙
の
中
に
置
け
ば
色
が
紫
へ
と
変
化

し
、
そ
の
香
り
が
神
を
降
ろ
す
と
あ
る
。〈
藤
〉
は
そ
の
不
変
と

い
う
特
性
ゆ
え
に
、
祭
祀
に
お
い
て
は
神
を
招
く
ほ
ど
の
力
を
持

つ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
『
芸
文
類
聚
』
や
『
続
日
本
後
紀
』
の
記
述
か
ら
鑑

み
る
と
、
古
来
よ
り
〈
藤
〉
に
は
強
い
生
命
力
が
宿
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
再
生
力
を
持
つ
植
物
、
不
変
性
を
約
束

す
る
植
物
で
あ
る
い
う
認
識
が
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
当
該
説
話
に
お
け
る
藤
に
お
い
て

も
、
そ
の
よ
う
な
認
識
が
反
映
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
四
季
の
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始
ま
り
で
あ
り
、
生
命
の
生
き
返
る
春
、
ま
た
、
そ
の
名
を
冠
す

る
春
山
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
御
祖
が
婚
姻
の
実
現
を
不
変
の
も
の

に
す
る
た
め
の
呪
具
に
藤
が
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
は
、
藤
の
持
つ
再
生
力
や
不
変
性
が
春
山
や
絶
対
的
な

統
括
者
に
よ
る
約
束
さ
れ
た
婚
姻
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
ゆ
え
に
当
該
説
話
に
藤
が
用
い
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
上
代
の
人
々
が
藤
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ

て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
上
代
文
学
に
お
け
る
藤
を
見

て
い
く
。
ま
ず
は
、
上
代
よ
り
も
後
の
資
料
と
な
る
が
、『
萬
葉

集
註
釋
』
巻
第
四
に
あ
る
九
三
九
番
歌
の
「
藤
江
の
浦
」
の
注
釈

を
参
照
す
る（

14
）。

フ
チ
エ
ノ
ウ
ラ
。
播
磨
国
。
住
吉
大
明
神
、
フ
チ
ノ
エ
タ
ヲ
キ

ラ
セ
給
テ
、
海
上
ニ
ウ
カ
ヘ
テ
、
チ
カ
ヒ
テ
ノ
タ
マ
ハ
ク
、「
コ

ノ
フ
チ
ノ
ヨ
リ
タ
ラ
ン
ト
コ
ロ
ヲ
我
領
ト
ス
ヘ
シ
」
ト
ノ
タ
マ

ヒ
ケ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
、
コ
ノ
フ
チ
、
ナ
ミ
ニ
ユ
ラ
レ
テ
ヨ
リ
タ

リ
ケ
レ
ハ
、
コ
ゝ
ヲ
藤
江
浦
ト
ナ
ツ
ク
。
住
吉
ノ
御
領
ナ
リ
。

こ
の
記
述
と
同
様
の
も
の
が
『
播
磨
国
風
土
記
逸
文
』
に
も
確
認

で
き
る
が
、
存
疑
と
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
一
方
で
『
住
吉
神
社

神
代
記
』
明
石
郡
魚
次
浜
に
も（

15
）、

右
。
自
二
巻
向
玉
木
宮
大
八
嶋
国
所
知
食
活
目
天
皇
一
橿
日

宮
気
「
帯
」
長
足
姫
皇
后
御
世
。
此
二
御
世
。
平　
二
伏
熊 

襲
並
新
羅
国
一
訖
賜
。
還
上
賜
。
大
神
奉
レ
鎮
二
於
木
国
藤
代

嶺
一
。
時
荒
振
神
令
二
誅
服
一
賜
。
穴
背
鳴
矢
射
立
為
レ
堺
。

我
欲
二
居
住
一
処
。
如
レ
向
二
大
屋
一
。
渡　
二
住
於
針
間
国
一
。

即
切
二
大
藤
一
浮
レ
海
。
盟
宜
賜
。
斯
藤
流
着
処
。
将
鎮　
二
祀

我
一
。
宜
時
。
流　
二
着
此
濱
浦
一
。
故
号
二
藤
江
一
。
自
二
明
石

川
内
上
神
手
山
。
下
神
手
山
一
至
二
于
大
見
小
岸
一
為
二
悉
神

地
一
奉
二
寄
定
一
。
其
時
。
意
弥
那
宜
多
命
兒
。
大
御
田
足

尼
。
津
守
宿
禰
遠
祖
奉
レ
仕
。
於
二
是
時
一
船
司
。
津
司
。
初

任
賜
支
。
又
処
処
船
木
姓
賜
支
。

と
い
う
よ
う
な
類
似
し
た
記
載
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
藤
を
海

に
浮
か
べ
、
そ
の
藤
が
流
れ
着
い
た
場
所
を
、
神
が
自
ら
の
領
地

と
し
た
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
。
先
の
『
播
磨
国
風
土
記
逸

文
』
の
「
藤
江
の
浦
」
と
山
形
県
東
山
梨
郡
勝
沼
町
近
く
で
行
わ

れ
て
い
た
藤
切
祝
い
と
い
う
式（

16
）を

踏
ま
え
て
、
乗
岡
憲
正
氏
は
、

「「
藤
」
が
ま
た
神
の
領
有
し
た
標
と
し
て
の
し
め
（
標
・
占
・
領
）

の
力
を
み
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

17
）。」

と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
乗
岡
憲
正
氏
の
論
を
踏
ま
え
て
『
肥
前
国
風
土
記
』
の

藤
津
郡
に
記
載
さ
れ
て
い
る
説
話
を
見
て
み
よ
う（

18
）。

藤
津
郡
。
郷
肆
所
。
里
九
。
駅
壱
所
。
烽
壱
所
。

昔
者
、
日
本
武
尊
、
行
幸
之
時
、
到
二
於
此
津
一
、
日
没
二
西
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山
一
、
御
船
泊
之
。
明
旦
遊
覧
、
繋
二
船
纜
於
大
藤
一
。
因
曰
二 

藤
津
郡
一
。

こ
の
記
述
で
は
日
本
武
尊
が
こ
の
地
を
遊
覧
す
る
際
に
、
船
を
繋

ぎ
止
め
る
網
を
大
き
な
藤
に
繋
い
だ
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
が
藤
津

の
郡
と
呼
ば
れ
る
所
以
と
な
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
説

話
の
内
容
と
前
述
の
乗
岡
憲
正
氏
の
論
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

日
本
武
尊
は
船
を
藤
に
繋
ぐ
こ
と
で
、
こ
の
船
は
自
分
の
所
有
す

る
船
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
し
め
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
宍
禾
の
郡
に
あ
る
御
方
里
の

記
述
に
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る（

19
）。

御
方
里
。
土
下
上
。
所
三
以
号
二
御
形
一
者
、
葦
原
志
許
乎
命
、
与
二

天
日
槍
命
一
、
到
二
於
黒
土
志
尓
嵩
一
、
各
以
二
黒
葛
三
条
一
、

着
レ
足
投
之
。
尓
時
、
葦
原
志
許
乎
命
之
黒
（
葛
）、
一
条

落
二
但
馬
気
多
郡
一
、一
条
落
二
夜
夫
郡
一
、一
条
（
落
）
二
此

村
一
。
故
曰
二
三
条
一
。
天
日
槍
命
之
黒
葛
、
皆
落
二
於
但
馬 

国
一
。
故
占
二
但
馬
伊
都
志
地
一
而
在
之
。
一
云
、
大
神
、
為
二 

形
見
一
、
植
二
御
杖
於
此
村
一
。
故
曰
二
御
形
一
。

こ
れ
は
天
日
槍
命
が
伊
都
志
を
得
た
経
緯
を
記
し
た
も
の
で
あ

り
、
葦
原
志
許
乎
命
と
争
っ
た
際
、
天
日
槍
命
が
足
に
着
け
た
三

本
の
黒つ
づ
ら葛
が
す
べ
て
但
馬
の
国
に
落
ち
た
こ
と
で
、
伊
都
志
の
地

を
我
が
物
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

黒
葛
（
葛
）
と
は
、「
お
お
つ
づ
ら
ふ
じ
」
や
「
あ
お
つ
づ
ら

ふ
じ
」
を
指
し
、
両
者
と
も
に
蔓
性
植
物
で
あ
る
。
藤
と
い
う
文

字
が
籐
に
も
通
じ
「
つ
る
」
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
る
以
上（

20
）、

黒
葛
は
藤
と
同
じ
分
類
の
植
物
に
属
し
て
お
り
、
藤
と
同
じ
力
を

引
き
継
い
で
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
他
の
黒
葛
の
用
例
は
、

『
古
事
記
』
の
「
景
行
記
」
に
あ
る
倭
建
命
が
出
雲
建
を
騙
し
討

ち
し
た
後
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
「
や
つ
め
さ
す　

出
雲
建
が　

佩

け
る
太
刀　

黒
葛
多
纏
き　

さ
身
無
し
に
あ
は
れ（

21
）」

や
『
出
雲
国

風
土
記
』
で
八
束
水
臣
津
野
命
が
国
を
引
い
て
く
る
際
に
登
場
す

る
「
霜
黒
葛
闇く
る

や
闇く

る

や
に（

22
）」

と
い
う
表
現
な
ど
で
あ
る
。
倭
建
命

が
い
う
「
黒
葛
を
多
く
鞘
に
纏
わ
せ
た
太
刀
」
は
、
元
々
は
倭
建

命
が
、
出
雲
建
に
自
分
の
も
の
だ
と
見
せ
か
け
る
た
め
に
拵
え
た

偽
物
の
太
刀
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
太
刀
に
黒
葛
を
巻
い
た
の
は
、

確
か
に
倭
建
命
自
身
の
所
有
物
で
あ
る
と
い
う
証
明
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
出
雲
建
は
疑
い
も
せ
ず
そ
の
太
刀
で
勝
負

を
受
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
八
束
水
臣
津
野
命
が
国
を
引
い
て

く
る
際
の
表
現
に
、「
霜
黒
葛
」
が
使
わ
れ
る
の
は
、
自
分
の
所

有
し
て
い
る
も
の
を
手
繰
り
寄
せ
る
よ
う
に
、
易
々
と
そ
れ
ら
の

国
を
引
き
寄
せ
て
み
せ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
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こ
れ
ら
の
用
例
を
鑑
み
る
と
、
黒
葛
も
藤
と
同
じ
よ
う
に
、
神

や
そ
れ
に
類
す
る
存
在
が
所
有
し
た
と
い
う
証
を
示
す
役
割
が

あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
上
代
文
学
上
に
お
い
て
、
藤
が
こ

の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
植
物
で
あ
っ
た
と
い
う
人
々
の
認
識
が
散

見
で
き
る
な
ら
ば
、
当
該
説
話
上
の
藤
も
同
様
の
役
割
を
有
し
て

い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

以
上
、
上
代
の
人
々
が
藤
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ

て
い
た
の
か
を
確
認
し
、
そ
の
認
識
を
当
該
説
話
に
当
て
は
め
て

考
え
て
き
た
。
藤
が
春
山
と
伊
豆
志
袁
登
売
の
婚
姻
に
用
い
ら
れ

た
の
は
、
漢
籍
の
記
述
か
ら
、
藤
が
生
命
を
再
生
す
る
力
や
不
変

性
を
示
す
植
物
で
あ
る
と
古
代
の
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め

に
、
生
命
を
再
生
さ
せ
る
季
節
で
あ
る
春
を
名
と
し
た
春
山
や
約

束
さ
れ
た
婚
姻
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上
代
文
学
に
お
い
て
の
藤

（
黒
葛
）
は
、
神
や
そ
れ
に
類
す
る
存
在
が
所
有
し
た
と
い
う
事

実
を
示
す
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
当
該
説
話
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
春
山
が
藤
の
花
に
な
っ
た
弓
矢
を
厠
に
掛
け
た

時
点
で
、
伊
豆
志
袁
登
売
は
す
で
に
春
山
の
妻
と
な
る
こ
と
が
決

定
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
読
解
は
、
漢
籍
や
上

代
文
学
に
お
け
る
藤
の
特
性
や
役
割
を
知
っ
て
い
た
上
代
の
人
々

に
と
っ
て
は
容
易
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
は
御
祖
が

藤
の
衣
服
と
弓
矢
を
春
山
に
授
け
る
、
と
い
う
こ
と
の
み
で
春
山

と
伊
豆
志
袁
登
売
の
婚
姻
の
成
功
を
想
起
せ
し
め
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
漢
籍
の
中
で
語
ら
れ
る
藤
が
、
な
に
も
永
遠
性
を

示
す
だ
け
で
は
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
に

な
る
だ
ろ
う
。
引
き
続
き
、
漢
籍
の
中
の
藤
と
当
該
説
話
に
登
場

す
る
藤
に
ど
の
よ
う
な
繋
が
り
が
あ
る
の
か
、
確
認
し
て
い
き
た

い
。

三
、
漢
籍
の
中
で
の
〈
藤
〉

前
章
で
は
、
漢
籍
の
記
述
か
ら
古
代
の
人
々
に
と
っ
て
藤
が
ど

の
よ
う
な
力
を
持
つ
植
物
で
あ
っ
た
か
、
上
代
文
学
に
お
い
て
ど

う
い
っ
た
役
割
を
有
し
て
い
た
か
を
確
認
し
、
当
該
説
話
に
お
い

て
藤
が
婚
姻
に
用
い
ら
れ
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
本
章

で
は
漢
籍
に
お
い
て
藤
が
一
体
何
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
当
該
説
話
に
ど
う
影
響
し
て
く
る
の
か

を
調
査
し
て
い
く
。

ま
ず
は
再
度
『
芸
文
類
聚
』
か
ら
当
た
っ
て
い
こ
う
。『
芸
文

類
聚
』
巻
八
十
二
・
草
部
下
・「
藤
」
項
に（

23
）、

爾
雅
曰
、
諸
慮
、
山

。
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と
あ
り
、
そ
の
注
に
『
爾
雅
』
郭
璞
注
を
引
き
、

今
、
江
東
、
呼
レ

、
為
レ
藤
。

と
す
る
。
こ
こ
で
は
、「
藤
」
は
「

」
と
も
書
く
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
続
く
、

広
雅
曰
、

、
藤
也
。

に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
張
揖
が
撰
し
た
『
広
雅
』
に
お

い
て
も
、「
藤
」
は
「

（

）」
と
書
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
断

じ
て
い
る
。
総
合
的
に
確
認
す
る
と
、『
説
文
解
字
注
』
巻
一
下
・

艸
部
の
清
・
段
玉
裁
注
に（

24
）、

按
凡
藤
者
謂
二
之
一
。
系
二
之
艸
一
則
有
二

字
一
。
系
二
之

木
一
則
有
二

字
一
。
其
実
一
也
。
戴
先
生
詩
補
注
説
葛

、

猶
言
二
葛
藤
一
。
爾
雅
山

虎

、
山
海
経
卑
山
多
レ

、
皆

是
也
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
段
玉
裁
は
、
藤
と
は

の
こ
と
を
指
し
、

や

も

の
同
義
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
藤
と

は
確
か
に
同
じ
も
の
で
あ
る
よ

う
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
「

」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
『
爾
雅
』
巻
第
九
・「
釈
草
」・「
諸
慮
、

山

」
の
郭
璞
注
に
は（

25
）、

郭
云
、「
今
江
東
呼
レ

為
レ
藤
、
似
レ
葛
而
麤
大
。」

と
あ
り
、『
爾
雅
』
に
お
い
て
は
、

は
葛
に
似
て
い
る
も
の
で

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
は
、
連
鎖
的
に

考
え
て
い
け
ば
、「

」
と
は
「
藤
」
の
別
名
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
先
の
『
芸
文
類
聚
』「
藤
」
項
に（

26
）、

毛
詩
曰
、
南
有
二
樛
木
一
、
葛

レ
之
。

と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
肯
わ
れ
よ
う
。
藤
と
い
う
字
が

含
ま
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、「
藤
」
項
に
あ
る
こ
の
一
文

は
、
藤
＝

で
あ
る
と
い
う
理
解
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
文
章
は
『
毛
詩
』
に
あ
る
「
樛
木
」
と
い
う
詩
の
一
節

で
あ
り
、〈
葛

〉
と
い
う
つ
た
か
ず
ら
が
樹
木
に
纏
い
つ
く
様

子
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
藤
と
「

」
は
蔓
性
植
物
の

こ
と
を
指
す
字
だ
と
い
う
こ
と
が
確
実
に
言
え
る
訳
で
あ
る
。

藤
と

が
同
義
で
あ
り
、
双
方
と
も
蔓
性
植
物
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
押
さ
え
た
上
で
、『
毛
詩
』
巻
第
一
・
国
風
・
周
南
・「
樛

木
」
の
内
容
に
も
注
目
し
た
い（

27
）。

南
有
二
樛
木
一 

葛

纍
レ
之

楽
只
君
子 

福
履
綏
レ
之

南
有
二
樛
木
一 

葛

荒
レ
之

楽
只
君
子 

福
履
将
レ
之

南
有
二
樛
木
一 

葛

縈
レ
之

楽
只
君
子 

福
履
成
レ
之
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こ
の
「
樛
木
」
は
、
葛

、
つ
た
か
ず
ら
が
樹
木
に
纏
い
つ
き
、

茂
り
、
め
ぐ
る
様
子
を
、
道
を
行
い
徳
を
積
ん
だ
君
子
と
、
そ
の

君
子
の
家
庭
に
幸
福
が
集
ま
り
満
ち
て
い
く
こ
と
へ
の
比
喩
と
し

た
詩
で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
、
葛

が
茂
る
こ
と
が
、
君
子
の
徳

が
広
が
り
、
福
禄
が
集
ま
っ
て
い
く
こ
と
の
喩
え
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
字
が
含
ま
れ
た
語
句
が
君
子
の
徳

に
つ
い
て
語
る
役
割
を
有
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
前

述
し
た
『
続
日
本
後
紀
』
の
仁
明
天
皇
に
献
じ
た
長
歌
の
一
節
が
、

君
子
の
徳
を
賛
美
す
る
「
樛
木
」
の
内
容
と
類
似
し
て
い
る
の
も

偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
他
に
『
毛
詩
』
に
は
、〈
葛

〉
と
い
う
語
句
が
含
ま
れ

た
「
葛

」
と
「
旱
麓
」
と
い
う
詩
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
二
つ
の
詩
は
、
他
の
漢
籍
の
説
話
に
た
び
た
び
登
場
し
て
い

る
。
ま
ず
、『
毛
詩
』
の
中
の
〈
葛

〉
が
一
体
ど
の
よ
う
な
象

徴
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
か
、
次
に
「
葛

」
と
「
旱
麓
」
は

ど
の
よ
う
な
説
話
に
登
場
す
る
の
か
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
い
こ

う
。
ま
ず
は
『
毛
詩
』
の
「
葛

」
を
見
て
い
く（

28
）。

緜
緜
葛

 

在
二
河
之
滸
一

終
遠
二
兄
弟
一 

謂
二
他
人
父
一

謂
二
他
人
父
一 

亦
莫
二
我
顧
一

緜
緜
葛

 

在
二
河
之
一

終
遠
二
兄
弟
一 

謂
二
他
人
母
一

謂
二
他
人
母
一 

亦
莫
二
我
有
一

緜
緜
葛

 

在
二
河
之
一

終
遠
二
兄
弟
一 

謂
二
他
人
昆
一

謂
二
他
人
昆
一 

亦
莫
二
我
聞
一

「
葛

」
は
、
つ
た
か
ず
ら
が
河
の
岸
辺
に
茂
る
様
子
を
、
家

族
と
離
れ
、
他
人
を
家
族
と
す
る
自
身
の
現
状
と
比
べ
、
そ
の
虚

し
さ
を
嘆
き
悲
し
む
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
中
で
の
〈
葛

〉
は
、

河
の
ほ
と
り
に
茂
り
、
そ
の
様
子
は
、「
本
家
の
庇
護
に
よ
っ
て

繁
栄
し
て
ゆ
く
こ
と
の
比（

29
）」、「

水
の
潤
沢
を
得
て
長
大
し
て
絶
え

な
い
こ
と
を
以
て
、
王
の
同
姓
が
王
の
恩
施
を
得
て
、
そ
の
子
孫

を
生
長
せ
し
め
る
こ
と
を
興
し
た
も
の（

30
）」

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
〈
葛

〉
自
体
が
公
族
を
指
し
、〈
葛

〉
が
茂

る
様
は
、
公
族
が
繁
栄
す
る
こ
と
の
比
喩
で
あ
る
と
言
え
る
の
で

あ
る
。

こ
の
「
葛

」
が
登
場
す
る
の
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
七

年
夏
四
月
「
伝
」
の
記
事
で
あ
る（

31
）。

宋
の
昭
公
が
群
公
子
を
追
放

し
よ
う
と
し
た
際
に
、
楽
豫
が
そ
の
行
為
を
諫
め
る
場
面
で
登
場

す
る
。楽

豫
曰
、「
不
可
。
公
族
公
室
之
枝
葉
也
。
若
去
レ
之
、
則

本
根
无
レ
所
二
庇
陰
一
矣
。
葛

、
猶
能
庇
二
其
本
根
一
。
故
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君
子
以
為
レ
比
。
況
国
君
乎
。（
後
略
）」。

司
馬
の
楽
豫
は
公
族
を
公
室
の
枝
や
葉
で
あ
る
と
例
え
、
公
族
を

追
い
払
っ
た
ら
根
と
幹
、
つ
ま
り
は
公
室
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

し
ま
う
と
言
う
。
ま
た
、
葛

さ
え
根
と
幹
を
庇
う
も
の
で
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
君
子
は
葛

を
比
喩
と
し
て
九
族
兄
弟
の
仲

を
歌
っ
た
の
だ
と
し
、
ま
し
て
や
、
国
君
た
る
身
な
ら
ば
尚
更
公

族
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
説
話
の
中
で
は
、
公
族
は
枝
や
葉
、
葛

と
し
て
例
え
ら
れ
大

切
に
す
べ
き
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
君
子
が
葛

を
比
喩
と
し
て
九
族
の
仲
を
歌
っ
た
と
い
う
が
、
九
族
と
は
自

身
を
中
心
と
し
て
先
祖
や
子
孫
の
各
四
代
を
含
め
た
親
族
を
指

す
。
そ
の
仲
が
良
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
族
が
諍
い
も
な
く
安
定

し
て
い
る
、
つ
ま
り
は
繁
栄
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
、『
毛
詩
』
巻
第
十
六
・
大
雅
・
文
王
之
什
・「
旱
麓
」
を

見
て
い
こ
う（

32
）。

瞻
二
彼
旱
麓
一 

榛

済
済

豈
弟
君
子 

于
レ
禄
豈
弟

瑟
彼
玉
瓚 

黃
流
在
レ
中

豈
弟
君
子 

福
禄
攸
レ
降

鳶
飛
戾
レ
天 

魚
躍
二
于
淵
一

豈
弟
君
子 

遐
不
レ
作
レ
人

清
酒
既
載 

騂
牡
既
備

以
享
以
祀 

以
介
二
景
福
一

瑟
彼
柞

 

民
所
レ
燎
矣

豈
弟
君
子 

神
所
レ
労
矣

莫
莫
葛

 

施
于
二
條
枚
一

豈
弟
君
子 

求
レ
福
不
レ
回

「
旱
麓
」
は
、
祭
祀
を
し
て
祖
先
に
福
禄
を
求
め
る
詩
や
君
子

で
あ
る
王
（
文
王
）
の
徳
を
讃
え
る
詩
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

33
）。

「
旱
麓
」
の
中
で
の
〈
葛

〉
は
、
そ
の
茂
り
、
木
の
枝
や
幹
に

纏
い
つ
い
て
い
る
様
が
、
君
子
に
福
禄
が
集
ま
っ
て
い
る
比
喩
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
君
子
に
多
く
の
福
禄
が
集
ま
る
の

は
、
徳
を
持
ち
、
道
に
違
う
こ
と
が
な
い
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

「
旱
麓
」
が
登
場
す
る
説
話
は
多
々
あ
り
、『
礼
記
』「
表
記
第

三
十
二
」
で
は
、
孔
子
が
、
君
子
と
は
如
何
な
る
者
か
を
語
る
際

に
、「
旱
麓
」
の
一
節
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る（

34
）。

子
曰
、
下
之
事
レ
上
也
、
雖
レ
有
二
庇
レ
民
之
大
徳
一
、
不
三
敢

有
二
君
レ
民
之
心
一
、
仁
之
厚
也
。
是
故
君
子
恭
倹
以
求
レ
役
レ 

仁
、
信
讓
以
求
レ
役
レ
礼
。
不
三
自
尚
二
其
事
一
、
不
三
自
尊
二

其
身
一
、
倹
二
於
位
一
而
寡
二
於
欲
一
、
讓
二
於
賢
一
、
卑
レ
己

而
尊
レ
人
、
小
心
而
畏
レ
義
、
求
二
以
事
一レ
君
。
得
レ
之
自
是
、
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不
レ
得
自
是
、
以
聴
二
天
命
一
。
詩
云
、
莫
莫
葛

、
施
二
于

條
枚
一
、
凱
弟
君
子
、
求
レ
福
不
レ
回
。
其
舜
禹
文
王
周
公
之

謂
与
。
有
二
君
レ
民
之
大
徳
一
、
有
二
事
レ
君
之
小
心
一
。
詩
云
、

惟
此
文
王
、
小
心
翼
翼
。
昭
事
二
上
帝
一
、
聿
懐
二
多
福
一
。

厥
徳
不
レ
回
、
以
受
二
方
国
一
。

孔
子
は
、
君
子
と
は
相
手
を
敬
い
、
慎
ま
し
く
振
舞
い
、
信
実

と
謙
譲
を
も
っ
て
、
仁
道
と
礼
を
施
そ
う
と
心
掛
け
る
者
で
あ
る

と
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
旱
麓
」
を
舜
・
禹
・
文
王
・
周
公
の 

行
い
を
言
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
と
推
測
し
、
彼
ら
の
よ
う
な
聖
賢

こ
そ
が
大
き
な
徳
と
、
慎
重
な
心
を
持
つ
君
子
で
あ
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
葛

を
め
ぐ
ら
す
大
木
と
し
て
喩
え
ら
れ
る
存
在

は
、
い
に
し
え
の
聖
王
た
ち
と
同
等
の
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

ま
た
、『
晏
子
春
秋
』
に
て
、
斉
荘
公
を

し
た
崔
杼
が
斉
荘

公
の
臣
下
で
あ
っ
た
晏
嬰
の
首
に
戟
を
掛
け
、
胸
に
剣
を
突
き
つ

け
て
忠
誠
を
誓
わ
せ
よ
う
と
し
た
際
に
、
晏
嬰
は
、

晏
子
曰
、「
劫
レ
吾
以
レ
刃
而
失
二
其
志
一
、
非
レ
勇
也
。
回
レ

吾
以
レ
利
而
倍
二
其
君
一
、
非
レ
義
也
。
崔
子
、
子
独
不
レ
為
二

夫
詩
一
乎
。
詩
云
、
莫
莫
葛

、
施
二
于
條
枚
一
。
愷
愷
君
子
、

求
レ
福
不
レ
回
。
今
嬰
且
可
二
以
回
而
求
一レ
福
乎
。
曲
刃
鉤
レ

之
、
直
兵
推
レ
之
、
嬰
不
レ
革
矣
。」

と
言
っ
て
従
お
う
と
は
し
な
か
っ
た（

35
）。「

旱
麓
」
の
詩
の
一
節
を

用
い
る
こ
と
で
、
自
分
は
か
の
君
子
の
様
に
道
に
背
い
て
ま
で
福

を
求
め
る
こ
と
は
し
な
い
、
つ
ま
り
崔
杼
の
味
方
を
す
る
こ
と
は

な
い
と
断
言
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
君
子
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
晏
嬰
は
、
殺
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
生
き
延
び
る
。
こ
の
崔

杼
と
晏
嬰
の
説
話
は
類
似
の
も
の
が
、『
韓
詩
外
伝
』
巻
二
、『
呂

氏
春
秋
』
の
恃
君
覽
・
知
分
に
存
在
し
、『
新
序
』
の
義
勇
に
は
、

登
場
す
る
人
物
の
崔
杼
が
楚
の
白
公
勝
に
、
晏
嬰
が
屈
廬
に
と
入

れ
替
わ
っ
て
は
い
る
が
、
展
開
が
似
通
っ
て
い
る
説
話
も
見
受
け

ら
れ
る
。

こ
の
晏
嬰
や
屈
廬
の
、
例
え
自
ら
の
命
を
脅
か
さ
れ
よ
う
と
も

義
を
通
す
と
い
う
趣
旨
の
説
話
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
自
ら
の

意
思
を
語
る
の
が
黄
琬
で
あ
る
。『
後
漢
書
』
の
「
左
周
黃
列
伝
」

に
こ
の
よ
う
な
記
事
が
載
る
。
董
卓
に
仕
え
て
い
た
黄
琬
は
楊
彪

と
共
に
、
董
卓
に
よ
る
洛
陽
か
ら
長
安
へ
の
遷
都
計
画
に
反
対

し
、
董
卓
の
前
か
ら
辞
し
た
後
も
自
身
の
意
見
を
述
べ
続
け
た
。

こ
れ
に
董
卓
が
怒
り
、
黄
琬
に
処
罰
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と

恐
れ
た
人
々
は
、
黄
琬
を
強
く
諫
め
た
。
そ
の
諫
言
を
受
け
た
黄

琬
は
、琬

対
曰
、
昔
白
公
作
レ
乱
二
於
楚
一
、
屈
廬
冒
レ
刃
而
前
、
崔

杼
二
君
於
一レ
斉
、
晏
嬰
不
レ
懼
二
其
盟
一
、
吾
雖
二
不
徳
一
、
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誠
慕
二
古
人
之
節
一
、

と
答
え
た（

36
）。

彼
は
晏
嬰
と
屈
廬
の
説
話
を
語
っ
た
上
で
、
自
分
に

は
徳
は
な
い
が
、
昔
の
人
々
の
節
義
は
誠
に
慕
う
べ
き
だ
と
主
張

す
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
黄
琬
は
罷
免
さ
れ
る
が
、
彼
が
恩
徳
の

あ
る
旧
族
で
あ
っ
た
た
め
、
董
卓
は
彼
を
殺
す
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
の
説
話
部
分
の
李
賢
注
に
は
、先
に
載
せ
た
『
晏
子
春
秋
』

や
『
新
序
』
の
本
文
が
引
用
さ
れ
、
両
者
と
の
関
係
性
ゆ
え
に
こ

の
記
事
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
窺
え
る
。

以
上
、『
毛
詩
』
に
あ
る
「
樛
木
」「
葛

」「
旱
麓
」
の
中
で
〈
葛

〉
が
ど
の
よ
う
な
語
ら
れ
方
を
し
て
い
る
の
か
確
認
し
た
。
こ

れ
ら
を
比
較
す
る
と
、「
樛
木
」「
旱
麓
」
の
中
の
〈
葛

〉
は
茂

る
こ
と
で
、
君
子
の
徳
が
広
が
り
、
君
子
の
元
に
福
禄
が
集
ま
る

こ
と
の
比
喩
と
し
て
描
か
れ
、「
葛

」
の
中
の
〈
葛

〉
は
公
族
、

ま
た
茂
る
こ
と
で
公
族
の
繁
栄
の
比
喩
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、〈
葛

〉
を
含
ん
だ
詩
が
説
話
で
登
場
す
る
際
、
そ
れ
ら
の

詩
を
用
い
て
道
理
を
説
く
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
、

道
理
を
説
く
側
の
人
物
は
徳
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

よ
う
だ
。
こ
れ
は
君
子
の
徳
を
語
る
者
は
徳
の
あ
る
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
故
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
上
代
の
人
々
に
と
っ
て
〈
葛

〉
と
い
う
語
句
が
含
ま

れ
た
詩
は
、
君
子
の
徳
を
語
る
際
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
存
在

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
こ
の
〈
葛

〉
に
つ
い
て
の
上
代
の
認
識
を
当
該
説
話

に
落
と
し
込
ん
で
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
当
該
説
話
に
お
い

て
、
葛

が
茂
る
、
つ
ま
り
は
藤
の
蔓
で
作
ら
れ
た
衣
服
や
弓
矢

が
、
藤
の
花
に
な
る
こ
と
で
、
婚
姻
が
成
立
す
る
。
要
す
る
に

「
旱
麓
」
に
お
い
て
葛

を
め
ぐ
ら
せ
た
大
木
と
し
て
喩
え
ら
れ

る
〈
聖
君
子
〉
像
を
、
春
山
が
藤
を
纏
う
こ
と
で
獲
得
し
、
伊
豆

志
袁
登
売
を
娶
る
こ
と
に
成
功
す
る
わ
け
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば

伊
豆
志
袁
登
売
を
得
る
に
は
〈
藤
〉
を
纏
い
つ
か
せ
た
〈
聖
君
子
〉

で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

例
え
当
該
説
話
上
で
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
そ
の
後
の
春
山
や
そ

の
子
孫
の
繁
栄
が
約
束
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
は
想
像
に
難
く
な

い
。こ

の
考
え
は
、
御
祖
が
春
山
に
衣
服
だ
け
で
は
な
く
、
弓
矢
を

渡
し
た
こ
と
か
ら
も
垣
間
見
え
る
。
烏
谷
知
子
氏
は
、
当
該
説
話

に
お
い
て
の
弓
矢
を
『
礼
記
』
な
ど
の
漢
籍
か
ら
、「
婚
姻
と
出

誕
を
導
く
呪
具（

37
）」

で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
は
、
福
禄
を
届
け
、

繁
栄
を
も
た
ら
す
藤
は
、
弓
矢
の
呪
具
と
し
て
の
効
果
を
よ
り
強

固
に
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

重
ね
て
、
な
ぜ
春
山
が
〈
聖
君
子
〉
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
存

在
と
成
り
得
る
の
か
、
漢
籍
に
お
け
る
春
と
い
う
季
節
を
確
認
す
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る
こ
と
で
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、『
淮
南
子
』
巻
五
「
時
則
訓
」
の
孟
春
の
月
に（

38)、

朝
二
于
青
陽
左
个
一
、
以
出
二
春
令
一
、
布
レ
徳
施
レ
恵
、
行
二

慶
賞
一
、
省
二
徭
賦
一
。

と
あ
り
、
春
は
天
子
が
春
令
を
発
布
す
る
こ
と
で
、
徳
を
広
め
恵

み
を
施
し
、
慶
賞
を
行
い
、
賦
役
を
省
く
季
節
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
、『
淮
南
子
』
巻
五
「
時
則
訓
」
の
季
春
の
月
に
は（

39
）、

是
月
也
、
生
気
方
盛
、
陽
気
発
泄
、
句
者
畢
出
、
萌
者
尽
達
、

不
レ
可
二
以
一
。
天
子
命
二
有
司
一
、
発
二

倉
一
、
助
二
貧
窮
一
、

振
二
乏
絶
一
。

と
あ
り
、
季
春
は
生
気
が
盛
ん
で
陽
気
が
発
散
し
、
地
中
の
虫
や

草
木
の
芽
も
活
動
的
に
な
る
。
天
子
は
役
人
に
命
じ
て
穀
物
倉
を

開
か
せ
、
貧
し
く
困
窮
し
て
い
る
者
を
救
う
の
だ
、
と
す
る
。

こ
れ
に
類
似
し
た
記
述
が
『
礼
記
』「
月
令
第
六
」・「
三
月
」

の
項
に
も
見
ら
れ（

40
）、

是
月
也
、
生
気
方
盛
、
陽
気
発
泄
、
句
者
畢
出
、
萌
者
尽
達
、

不
レ
可
二
以
一
。
天
子
布
レ
徳
行
レ
恵
、
命
二
有
司
一
、
発
二
倉

廩
一
、
賜
二
貧
窮
一
、
振
二
乏
絶
一
、
開
二
府
庫
一
、
出
二
幣
帛
一
、

周
二
天
下
一
。

と
し
て
、
や
は
り
天
子
の
徳
が
広
が
り
、
恵
み
を
も
た
ら
す
こ
と

で
、
人
民
を
救
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
礼
記
』「
郷
飲
酒
義
第
四
十
五
」
に
は（

41
）、

賓
必
南

、
東
方
者
春
。
春
之
為
レ
言
蠢
也
、
産
二
万
物
一
者

聖
也
。

と
あ
り
、
春
は
物
が
生
ま
れ
て
蠢
く
時
期
で
あ
り
、
万
物
を
生
む

の
は
聖
の
徳
で
あ
る
と
す
る
。

以
上
の
漢
籍
と
春
山
と
の
関
係
は
、
大
脇
由
紀
子
氏
や
烏
谷

知
子
氏
が
詳
し
く
言
及
し
て
い
る（

42
）。

こ
れ
ら
の
用
例
を
踏
ま
え
る

と
、
漢
籍
に
お
い
て
春
は
、
そ
れ
自
体
が
聖
の
徳
を
持
ち
な
が
ら
、

天
子
（
君
子
）
が
徳
を
広
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
で
も
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
春
を
象
徴
す
る
神

で
あ
る
春
山
は
、
天
子
と
し
て
の
徳
を
備
え
、
そ
の
徳
を
も
っ
て

世
に
福
禄
を
広
げ
、
ゆ
え
に
自
ら
に
も
福
禄
が
集
ま
る
と
い
う

〈
聖
君
子
〉
と
成
り
得
る
存
在
と
し
て
当
該
説
話
上
に
位
置
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
君
子
の
徳

を
語
る
際
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
〈
葛

〉、
つ
ま
り
は
〈
藤
〉
を

纏
う
こ
と
の
で
き
る
存
在
な
の
だ
と
言
え
る
。

こ
こ
ま
で
漢
籍
に
お
い
て
藤
が
何
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
当
該
説
話
に
ど
う
影
響
し
て
く
る
の

か
を
見
て
き
た
。
漢
籍
に
お
い
て
藤
は

と
い
う
蔓
性
植
物
と
同

一
視
さ
れ
、『
毛
詩
』
で
は
〈
葛

〉
と
い
う
語
で
「
樛
木
」「
葛

」「
旱
麓
」
と
い
う
三
つ
の
詩
に
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
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詩
に
お
け
る
〈
葛

〉
が
何
の
象
徴
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、「
樛
木
」

と
「
旱
麓
」
で
は
茂
る
こ
と
で
君
子
の
徳
が
広
が
り
、
君
子
の
元

に
福
禄
が
集
ま
る
こ
と
の
比
喩
と
し
て
、「
葛

」
で
は
公
族
の

繁
栄
の
比
喩
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
他
の
漢
籍
上
の
説
話
で
こ

れ
ら
の
詩
が
引
用
さ
れ
る
際
は
、
道
義
と
は
な
に
か
、
君
子
と
し

て
の
徳
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
語
る
場
面
で
あ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
漢
籍
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
藤
・
葛

へ
の
認
識
が
当
該

説
話
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
。
葛

が
茂
る
と
い

う
事
象
を
当
該
説
話
上
で
起
こ
っ
た
出
来
事
に
当
て
は
め
る
と
、

藤
の
蔓
で
作
ら
れ
た
衣
服
や
弓
矢
が
藤
の
花
に
な
る
場
面
と
な
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
出
来
事
の
末
に
春
山
と
伊
豆
志
袁
登
売
は

婚
姻
す
る
。
つ
ま
り
は
、
漢
籍
が
語
る
〈
聖
君
子
〉
像
を
春
山
が

藤
を
纏
う
こ
と
で
獲
得
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
春
山
は
伊
豆
志
袁
登
売

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
春
山
が
〈
聖
君
子
〉

と
し
て
の
性
質
を
持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
春
山
自
身
や
そ
の
子
孫
の

繁
栄
は
約
束
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
〈
聖
君
子
〉
と
し

て
の
性
質
を
持
つ
存
在
と
成
り
得
る
の
か
と
言
え
ば
、『
淮
南
子
』

や
『
礼
記
』
の
記
述
か
ら
、
春
と
は
そ
れ
自
体
が
聖
の
徳
を
持
ち

な
が
ら
、
天
子
が
徳
を
広
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
で
も
あ
っ
た

か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
春
を
象
徴
す
る
神
で
あ
る
春
山
は
、〈
聖

君
子
〉
と
成
り
得
る
存
在
と
し
て
当
該
説
話
上
に
位
置
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

前
章
で
は
上
代
の
人
々
に
お
け
る
藤
へ
の
認
識
を
、
本
章
で
は

漢
籍
に
お
け
る
藤
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
調
査
す
る
こ
と
で
、

当
該
説
話
の
婚
姻
に
藤
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
を
考
察
し
て

き
た
。
次
章
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
当
該
説
話
が
中
巻
末
尾
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

四
、
仁
徳
記
と
の
関
係

「
天
之
日
矛
説
話
」
と
の
接
続
か
ら
応
神
天
皇
の
御
世
よ
り
昔

の
出
来
事
と
さ
れ
、
応
神
天
皇
と
の
直
接
的
な
関
連
性
が
見
出
せ

な
い
当
該
説
話
が
、
な
ぜ
『
古
事
記
』「
応
神
記
」
の
巻
末
、
つ

ま
り
は
中
巻
末
尾
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
つ

い
て
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
様
々
な
専
論
に
よ
っ
て
考
察
が
な
さ

れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
や
は
り
こ
の
部
分
が
当
該
説
話
に
お
け
る

最
大
の
関
心
事
で
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。

本
章
で
は
前
章
で
春
山
や
藤
に
関
連
が
あ
る
と
し
た
漢
籍
を
踏

ま
え
て
、「
仁
徳
記
」
で
語
ら
れ
る
仁
徳
天
皇
と
石
之
日
売
命
の

姿
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
当
該
説
話
が
中
巻
末
尾
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
意
義
を
考
察
し
て
い
く
。
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『
古
事
記
』
に
お
い
て
仁
徳
天
皇
の
姿
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ

て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
優
れ
た
治
政
を
行
っ
た
聖
帝
と
し
て
の

姿
を
真
っ
先
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
聖
帝
と
称
え
ら

れ
る
に
至
っ
た
治
政
と
は
、
高
台
に
登
っ
た
際
、
民
家
か
ら
煙
が

立
た
な
い
の
を
見
て
、
民
が
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
課

役
を
三
年
も
の
間
自
身
の
宮
殿
が
老
朽
化
し
て
も
免
除
し
続
け
た

と
い
う
行
為
を
指
す
。
結
果
、
民
の
生
活
は
豊
か
に
な
り
、
夫

役
に
苦
し
む
こ
と
も
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
比
類

な
き
君
主
が
困
窮
し
た
民
を
救
う
と
い
っ
た
構
図
は
、
前
章
で
記

載
し
た
『
淮
南
子
』
や
『
礼
記
』
で
語
ら
れ
る
春
と
い
う
季
節
に

天
子
の
徳
が
広
が
り
、
そ
の
徳
が
慶
賞
や
賦
役
の
免
除
と
い
う
形

を
と
っ
て
民
の
困
窮
を
救
う
の
だ
と
い
う
記
述
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
。
つ
ま
り
は
、こ
れ
ら
の
『
淮
南
子
』
や
『
礼
記
』
の
記
述
は
、

春
と
い
う
季
節
の
合
致
ゆ
え
に
〈
聖
君
子
〉
と
春
山
が
重
ね
合
わ

せ
て
考
え
ら
れ
、
天
子
が
徳
を
広
め
る
た
め
に
発
す
る
勅
令
と
聖

帝
の
治
政
と
い
う
民
を
救
う
手
段
の
類
似
ゆ
え
に
〈
聖
君
子
〉
と

仁
徳
天
皇
が
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
漢
籍
が
語
る
〈
聖
君
子
〉
と
し
て
の
性
質
を
、
春
山
と
仁
徳
天

皇
が
共
通
し
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
は
、
中
巻
末
尾
と
下
巻
が

両
者
を
通
じ
て
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

仁
徳
天
皇
が
聖
帝
と
し
て
称
え
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
石
之
日

売
命
は
嫉
妬
深
い
后
妃
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
嫉
妬
深
さ

ゆ
え
に
他
の
仁
徳
天
皇
の
妃
は
宮
中
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、

彼
女
た
ち
が
何
か
発
言
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
地
団
駄
を
踏
む
程
に

嫉
妬
し
た
と
い
う
。
こ
の
「
嫉
妬
す
る
后
妃
」
と
い
う
言
葉
か
ら

思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
前
章
で
記
載
し
た
『
毛
詩
』
の
「
樛

木
」
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
詩
序
で
は
、「
樛
木
は
、
后
妃
（
の
徳
）、

下
に
逮
ぶ
な
り
。
言
ふ
は
能
く
下
に
逮
び
て
、
嫉
妬
の
心
無
し（

43
）。」

と
解
釈
し
、
后
妃
に
嫉
妬
の
心
が
な
い
た
め
に
、
そ
の
徳
が
下
々

の
者
や
他
の
妃
た
ち
に
及
ん
で
い
る
の
だ
と
読
解
し
て
い
る
。

ま
た
、『
芸
文
類
聚
』
の
巻
十
五
・
后
妃
部
・「
后
妃
」
項
に
、

又
、
樛
木
后
妃
逮
レ
下
也
、
言
能
逮
レ
下
而
無
二
疾
妬
之
心
一
焉
。

と
あ
り（

44
）、

こ
の
一
文
は
詩
序
に
お
け
る
「
樛
木
」
の
解
釈
と
同
一

の
も
の
で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
、『
芸
文
類
聚
』
の
后
妃
部
に
こ

の
一
文
が
記
載
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
徳
の
あ
る
后
妃
と
し
て
の

あ
る
べ
き
姿
は
、
嫉
妬
の
心
が
な
い
こ
と
な
の
だ
と
、
上
代
の

人
々
は
当
然
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

前
述
し
た
よ
う
に
石
之
日
売
命
は
嫉
妬
深
い
人
物
と
し
て
「
仁
徳

記
」
で
は
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
石
之
日
売
命
は
漢
籍
に
お
け

る
「
徳
の
あ
る
后
妃
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
か
石
之
日
売
命
は
そ
の
嫉
妬
深
さ
に
よ
っ
て
仁
徳
天
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皇
か
ら
離
れ
、
筒
木
に
宮
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
後
に

仁
徳
天
皇
と
和
合
し
、
そ
の
後
に
宮
中
で
酒
宴
を
催
し
た
際
に

は
、
自
ら
御
綱
柏
の
杯
を
氏
族
の
女
性
た
ち
に
手
渡
す
、
不
道
徳

な
行
い
を
し
た
大
楯
連
を
処
刑
す
る
な
ど
の
后
妃
ら
し
い
振
る
舞

い
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

石
之
日
売
命
は
「
仁
徳
記
」
の
中
で
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
当
該
説
話
の
春
山
の
性
質
を
構
成
す
る
漢
籍
と
「
仁

徳
記
」
で
語
ら
れ
る
仁
徳
天
皇
と
石
之
日
売
命
の
姿
を
比
較
し
て

き
た
。
天
子
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
仁
徳
天
皇
に
対
し
、
石
之
日

売
命
は
漢
籍
上
で
語
ら
れ
る
「
徳
の
あ
る
后
妃
」
の
姿
を
踏
襲
し

て
い
な
い
嫉
妬
深
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の

相
違
は
、
仁
徳
天
皇
が
嫉
妬
深
い
石
之
日
売
命
を
后
妃
と
し
て
も

問
題
な
く
治
世
が
で
き
る
程
の
大
き
な
徳
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る

と
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、『
古

事
記
』
に
お
い
て
石
之
日
売
命
が
仁
徳
天
皇
と
の
和
合
後
に
后
妃

ら
し
い
振
る
舞
い
を
身
に
着
け
る
の
も
、
嫉
妬
深
く
徳
を
持
た
な

い
石
之
日
売
命
と
和
合
で
き
、
后
妃
と
し
て
の
徳
を
身
に
着
け
さ

せ
る
ほ
ど
の
大
き
な
徳
が
仁
徳
天
皇
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示

す
た
め
の
展
開
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、『
毛
詩
』

の
「
葛

」
や
「
旱
麓
」
の
よ
う
に
、
徳
の
高
い
〈
聖
君
子
〉
と

し
て
あ
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、「
樛
木
」
に
称
賛
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
后
妃
の
徳
を
導
く
優
れ
た
徳
を
仁
徳
天
皇
は

持
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
『
古
事
記
』
は
語
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。お

わ
り
に

こ
こ
ま
で
当
該
説
話
に
お
け
る
〈
藤
〉
の
意
義
を
、『
古
事
記
』

の
編
纂
さ
れ
た
当
時
に
読
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
漢
籍
や
、
上
代

文
学
の
中
で
語
ら
れ
る
〈
藤
〉
の
役
割
を
調
査
す
る
こ
と
で
分
析

し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
藤
は
、
永
遠
性
や
神
ま
た
は
そ
れ
に

類
す
る
存
在
が
所
有
し
た
と
い
う
証
を
示
す
役
割
を
有
す
る
植
物

で
あ
り
、
か
つ
君
子
の
徳
を
象
徴
す
る
植
物
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
藤
を
用
い
て
伊
豆
志
袁
登
売

と
の
婚
姻
に
至
る
春
山
は
、
春
を
象
徴
す
る
神
で
あ
り
、
漢
籍
に

お
け
る
春
と
い
う
季
節
は
そ
れ
自
体
が
聖
の
徳
を
持
ち
、
天
子
が

徳
を
広
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
要
素
を
以
っ
て
春
山
が
語
ら
れ
る
の
は
、
中

巻
末
尾
で
〈
聖
君
子
〉
の
姿
を
想
起
さ
せ
る
春
山
を
、
下
巻
の
始

ま
り
に
お
い
て
聖
帝
と
称
え
ら
れ
る
仁
徳
天
皇
と
結
び
つ
け
、
そ

の
優
れ
た
徳
を
知
ら
し
め
る
効
果
を
狙
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測

で
き
る
。
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従
来
、
季
節
的
な
繋
が
り
の
み
で
春
山
と
伊
豆
志
袁
登
売
の
婚

姻
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
〈
藤
〉
で
あ
る
が
、
漢
籍

で
語
ら
れ
る
〈
藤
〉
を
参
照
す
る
と
、
そ
れ
以
上
の
意
味
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
上
代
の
人
々
が
漢
籍
や
上
代
文
学
か
ら
窺
え

る
〈
藤
〉
や
〈
葛

〉、
春
と
い
う
季
節
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
の
か
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、『
古

事
記
』
編
纂
者
は
こ
れ
ら
の
知
識
を
総
合
し
た
上
で
、
春
山
や
当

該
説
話
の
婚
姻
に
〈
藤
〉
が
ふ
さ
わ
し
い
植
物
で
あ
る
と
択
一
し
、

「
仁
徳
記
」
と
の
接
続
す
る
た
め
に
当
該
説
話
を
中
巻
末
尾
に
掲

載
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

未
だ
当
該
説
話
に
は
分
析
す
べ
き
点
が
あ
る
が
、
上
代
で
定
着

し
て
い
た
知
識
を
基
盤
と
し
た
上
で
当
該
説
話
を
考
察
す
る
こ
と

の
意
義
を
示
せ
た
と
こ
ろ
で
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

【
注
】

（
１
） 

中
島
悦
次
『
古
事
記
評
釋
』（
一
九
三
〇
年
四
月　

山
海
堂 

出
版
部
）
や
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
第
六
巻
中
巻

編
（
下
）（
一
九
七
九
年
十
一
月　

三
省
堂
）
等
の
語
釈

を
始
め
と
し
て
、
藤
蔓
が
花
に
変
じ
る
の
は
春
山
と
の
季

節
的
な
繋
が
り
ゆ
え
と
判
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
２
） 

山
口
佳
紀 

神
野
志
隆
光
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
古

事
記
』（
一
九
九
七
年
六
月　

小
学
館
）
に
拠
る
。

（
３
） 

武
田
祐
吉
「
春
山
の
霞
荘
夫
」（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』

第
四
巻
十
二
号　

一
九
三
九
年
十
二
月
）
や
次
田
潤
『
古

事
記
新
講
』（
一
九
五
六
年
七
月　

明
治
書
院
）
等
に
指

摘
が
あ
る
。

（
４
） 

以
下
に
続
く
『
万
葉
集
』
の
本
文
は
、
小
島
憲
之
・
木
下

正
俊
・
東
野
治
之
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

萬
葉
集
』
全
四
巻
（
一
九
九
四
年
五
月
│
一
九
九
六
年
八

月　

小
学
館
）
に
拠
る
。

（
５
） 

西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』（
一
九
八
九
年
九
月　

平
凡

社
）。

（
６
） 

神
田
秀
夫 

太
田
善
磨
『
日
本
古
典
全
書
古
事
記
』

（
一
九
六
三
年
八
月　

朝
日
新
聞
社
）。

（
７
） 

前
掲
注
（
５
）
に
拠
る
。

（
８
） 

「
下
氷
」
の
用
例
と
し
て
は
、
万
葉
集
の
「
秋
山
の　

し

た
へ
る
妹
」（
巻
二
・
二
一
七
）
や
「
秋
山
の　

し
た
ひ

が
下
に
」（
巻
十
・
二
二
三
九
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
９
） 
烏
谷
知
子
「「
春
山
之
霞
壮
夫
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
」
の

物
語
の
意
義
」（『
學
苑
』八
六
七
号　

二
〇
一
三
年
一
月
）。
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（
10
） 

「
藤
波
の　

影
な
す
海
の　

底
清
み　

沈
く
石
を
も　

玉

と
そ
我
が
見
る
」（
巻
一
九
・
四
一
九
九
）、「
多
胡
の
浦

の　

底
さ
へ
に
ほ
ふ　

藤
波
を　

か
ざ
し
て
行
か
む　

見

ぬ
人
の
た
め
」（
巻
一
九
・
四
二
〇
〇
）、「
い
さ
さ
か
に　

思
ひ
て
来
し
を　

多
胡
の
浦
に　

咲
け
る
藤
見
て　

一
夜

経
ぬ
べ
し
」（
巻
一
九
・
四
二
〇
一
）、「
藤
波
を　

仮
廬

に
造
り　

浦
廻
す
る　

人
と
は
知
ら
に　

海
人
と
か
見
ら

む
」（
巻
一
九
・
四
二
〇
二
）
の
四
首
な
ど
。

（
11
） 

『
芸
文
類
聚
』
の
上
代
受
容
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之

『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學　

上
』（
一
九
八
八
年
十
月　

塙
書
房
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
は
歐
陽
詢

撰
・
汪
紹
楹
校
注
『
藝
文
類
聚
』
上
下
巻
（
一
九
九
九
年

五
月 

上
海
古
籍
出
版
社
）
に
拠
る
。

（
12
） 

吉
川
圭
二
『
續
日
本
後
紀
』
新
訂
増
補
・
普
及
版 

国
史

大
系
（
一
九
八
七
年
六
月　

吉
川
弘
文
館
）、
藤
原
良
房
、

春
澄
善
縄
撰
・
森
田
悌
訳
『
続
日
本
後
紀
下
』（
二
〇
一
〇

年
十
月 

講
談
社
）
に
拠
る
。

（
13
） 

長
澤
規
矩
他
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』
第
十
集
（
一
九
七
九

年
五
月　

汲
古
書
院
）
に
拠
る
。

（
14
） 

仙
覚
著
・
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編 

『
万
葉
集
註
釈
20
巻
』（
一
九
八
一
年
五
月　

臨
川
書

店
）、
秋
本
吉
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
風
土
記
』

（
一
九
五
八
年
四
月　

岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

（
15
） 

田
中
卓
『
田
中
卓
著
作
集
７　

住
吉
大
社
神
代
記
の
研

究
』（
一
九
八
五
年
一
二
月　

国
書
刊
行
会
）
に
拠
る
。

（
16
） 

山
梨
県
甲
州
市
勝
沼
に
あ
る
大
善
寺
で
現
在
も
行
わ
れ
て

い
る
藤
切
り
祭
り
と
同
一
の
も
の
。
御
神
木
か
ら
大
蛇
を

形
ど
っ
た
藤
の
輪
を
切
り
落
と
し
、
こ
れ
を
奪
い
合
う
祭

り
で
、
昔
は
こ
の
輪
を
拾
っ
た
者
が
河
原
の
草
刈
場
を
占

有
す
る
習
わ
し
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
17
） 

乗
岡
憲
正
『
古
代
伝
承
文
学
の
研
究
』（
一
九
六
七
年

一
一
月　

桜
楓
社
）。

（
18
） 

植
垣
節
也
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
風
土
記
』

（
一
九
九
七
年
十
月　

小
学
館
）
に
拠
る
。

（
19
） 

前
掲
注
（
18
）
に
拠
る
。

（
20
） 

寺
島
宏
『
和
漢
古
典
植
物
考
』（
二
〇
〇
三
年
三
月　

八

坂
書
房
）。

（
21
） 

前
掲
注
（
２
）
に
拠
る
。

（
22
） 

前
掲
注
（
18
）
に
拠
る
。

（
23
） 
前
掲
注
（
11
）
に
拠
る
。

（
24
） 
許
愼
撰　

段
玉
裁
注
『
説
文
解
字
注
』（
一
九
八
一
年　

上 
海
古
典
出
版
社
）
に
拠
る
。
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（
25
） 

郭
璞
注
・
邢

疏
『
爾
雅
注
疏
』（
二
〇
〇
〇
年
十
二
月 

北
京
大
学
出
版
社
）
に
拠
る
。

（
26
） 
前
掲
注
（
11
）
に
拠
る
。

（
27
） 

高
田
真
治
『
詩
経
上
』
漢
詩
大
系　

第
一
巻
（
一
九
七
九

年
六
月　

集
英
社
）
に
拠
る
。

ま
た
、『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
十
九
番
歌
、
柿
本
人
麻
呂

に
よ
る
近
江
荒
都
歌
の
「
つ
が
の
木
の　

い
や
継
ぎ
継
ぎ

に
」
に
「
樛
木
」
と
あ
り
、『
毛
詩
』「
樛
木
」
の
上
代
受

容
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
話
が
歴
代
の
皇

統
譜
を
称
賛
す
る
文
脈
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
も
注
意
し

た
い
。
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學　

中
』

（
一
九
七
一
年
十
月　

塙
書
房
）
に
拠
る
。

（
28
） 

前
掲
注
（
27
）
に
拠
る
。

（
29
） 

前
掲
注
（
27
）
に
拠
る
。

（
30
） 

前
掲
注
（
27
）
に
拠
る
。

（
31
） 

竹
内
照
夫
『
春
秋
左
氏
伝
上
』
全
釈
漢
文
大
系　

第
四
巻

（
一
九
七
四
年
二
月　

集
英
社
）
に
拠
る
。

（
32
） 

高
田
真
治
『
詩
経
下
』
漢
詩
大
系　

第
二
巻
（
一
九
七
五

年
六
月　

集
英
社
）
に
拠
る
。

（
33
） 

前
掲
注
（
32
）
に
拠
る
。

（
34
） 

竹
内
照
夫
『
礼
記
下
』
新
釈
漢
文
大
系　

第
二
十
九
巻

（
一
九
七
九
年
三
月　

明
治
書
院
）
に
拠
る
。

（
35
） 

谷
中
信
一
『
晏
子
春
秋
下
』
新
編
漢
文
選
一
〇　

思
想
・

歴
史
シ
リ
ー
ズ
（
二
〇
〇
〇
年
四
月　

明
治
書
院
）
に
拠

る
。

（
36
） 

吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢
書
』
第
七
冊
・
列
伝
五
（
二
〇
〇
四

年
五
月　

岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

（
37
） 

前
掲
注
（
９
）
に
拠
る
。

（
38
） 

楠
木
春
樹
『
淮
南
子
上
』
新
釈
漢
文
大
系　

第
五
十
四
巻

（
一
九
七
九
年
八
月　

明
治
書
院
）
に
拠
る
。

（
39
） 

前
掲
注
（
38
）
に
拠
る
。

（
40
） 

竹
内
照
夫
『
礼
記
上
』
新
釈
漢
文
大
系　

第
二
十
七
巻

（
一
九
七
一
年
四
月　

明
治
書
院
）
に
拠
る
。

（
41
） 

前
掲
注
（
34
）
に
拠
る
。

（
42
） 

大
脇
由
紀
子
「
応
神
記
の
構
想
│
秋
山
之
下
氷
壮
夫

と
春
山
之
霞
壮
夫
│
」（『
古
事
記
説
話
形
成
の
研
究
』

二
〇
〇
四
年
一
月　

お
う
ふ
う
）
と
前
掲
注
（
８
）
に
拠
る
。

（
43
） 

前
掲
注
（
27
）
に
拠
る
。

（
44
） 

前
掲
注
（
11
）
に
拠
る
。

（
平
成
二
十
九
年　

日
文
卒
）


